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オープンデータ流通推進コンソーシアム

利活用・普及委員会における
2013年度の検討事項と進め方（案）

資料５



1．利活用・普及委員会 平成25年度の活動内容（案）
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日本語版サイトでの継続的な情報発信

会員向けページの拡充

英語版サイトの開設と世界に向けた情報発信

１．ポータルサイトによる情報発信１．ポータルサイトによる情報発信

アイデアソン・コンテストの開催

勝手表彰の開催

２．オープンデータに関するコンテストの開催２．オープンデータに関するコンテストの開催

国際会議における情報発信

海外のオープンデータ関係有識者の招聘

４．海外への情報発信４．海外への情報発信

利活用ニーズの把握やビジネスモデルの検討

５．ビジネスモデルに関する検討５．ビジネスモデルに関する検討

オープンデータシンポジウムの開催

３．シンポジウムによる情報発信３．シンポジウムによる情報発信

自治体分科会・気象データ分科会の設置

６．分科会の設置６．分科会の設置
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１．ポータルサイトによる情報発信１．ポータルサイトによる情報発信

コンソーシアムサイトを用いて、オープンデータに関する継続的な情報発信を行う。今年度は特に海外
への情報発信、会員向けのページの充実に力を入れる。

英語版 会員向けページ

コンソーシアムの概要
各委員会の概要と活動成果
イベント情報
関連団体の紹介

委員会の事前資料配布
会員向けアンケート調査
ウェブ上での出欠管理

２．オープンデータに関するコンテストの開催２．オープンデータに関するコンテストの開催

（１）アイデアソン・コンテストの開催
国が保有するオープンデータの活用を目的としたアイデアソン、コンテストを開催する
開催テーマ例： 地域の課題と解決に必要なデータを結びつける「課題解決型アイデアソン」

※次世代統計利用システム（統計API）において提供されている総務省統計局所管の統計、情報通信白書、情報
通信関係の統計データ等のデータを提供

開催方法： 主催：経済産業省・総務省
共催：社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）、LODチャレンジ実行委員
事務局：オープンデータ流通推進コンソーシアム、一般財団法人日本情報経済社会推進協

会（JIPDEC）
参考URL：オープンデータ・アイデアソン事務局 http://opendata-contest.jp/
※別途、総務省の実証実験における一般公募によるアプリケーション開発との連携も検討中。

（２）勝手表彰の開催
データ公開者とデータ活用者をセットで表彰するなど、公開と活用がオープンデータ推進の車の両輪である

ことを印象付けるような工夫を盛り込んだ表彰式を実施する
最優秀賞、優秀賞（利活用・普及委員会委員による審査）
スポンサー冠賞（コンソーシアム会員の中からスポンサーを募り、審査）
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３．シンポジウムによる情報発信３．シンポジウムによる情報発信

国民向けに、オープンデータの意義、関連する取組、研究事例等を紹介するシンポジウムを開催します。

４．海外への情報発信４．海外への情報発信

国際会議やシンポジウムの場を活用して、日本におけるオープンデータに関する取り組みの情報を海外
に発信する。

目的 オープンデータに関する国内外の最新動向の紹介や、オープンデータに関する
関心の喚起

内容 基調講演、オープンデータに関する海外動向の紹介、コンソーシアム各委員会の
活動紹介など

日時（予定） 2013年12月9日（月） 13:00~17:00

場所 東京大学伊藤謝恩ホール

会議名 IGF 2013 Bali
インターネットガバナンスに関するマルチステークフォルダーのフォーラム。本年のメインテーマ
は” “Building Bridges – Enhancing Multi-stakeholder Cooperation for Growth and Sustainable 
Development”となっている。

発表日時 2013年10月22日 11：00－12：30

セッション名 Internet governance and Open Government Data initiatives（No. 303）

参考 http://www.intgovforum.org/cms/wks2013/workshop_2013_status_list_view.php?xpsltipq_je=303



1．利活用・普及委員会 平成25年度の活動内容（案）

4

５．ビジネスモデルに関する検討５．ビジネスモデルに関する検討

利用場面を特定しやすく、利用イメージを喚起しやすいという観点から、地域に密着したデータに
フォーカスして、オープンデータの利活用ニーズやビジネスモデルの成立について検討を行う。
地域においてビジネスを実施している事業者等に対し、地域データの活用展開の可能性やその利用
に伴う課題等についてヒアリングを実施し、今後、オープンデータ提供、利用していく可能性やその際の
ビジネスモデルの成立要件等について検討を行う。
また、会員向けに、オープンデータの利活用ニーズやビジネスモデル検討状況に関するアンケート調
査を実施し、会員を交えた議論を実施する。

ヒアリング候補： 自治体提供データを活用する企業、地域でビジネスを実施している企業等
（介護事業者、コンビニ、宅配業者、ホームセキュリティ、不動産会社、etc.）

具体的なデータを想定し、ビジネスモデル構築を検討するための分科会を設置する。

自治体分科会

対象
自治体会員・自治体データを活用したビジネスモデル展開を検
討している会員企業等

検討
内容

総務省の自治体実証とも連携し、自治体におけるオープンデー
タ推進方法や課題解決方法などを自治体担当者間等で共有す
るとともに、自治体データを用いたビジネスモデルを検討する。

気象データ分科会

対象 気象データを活用したビジネスに関心がある会員企業等

検討
内容

気象庁の協力を得て、気象データに関するニーズや要望、活用

ビジネスモデルの検討、課題と解決策などを検討。

６．分科会の設置６．分科会の設置
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開催回
（概ねの時期）

議題

第1回
10月28日（月）
13:30～15:30

①総務省・内閣官房・経産省による挨拶と今年度の事業内容紹介（各府省）
②今年度の検討事項と進め方について（事務局）
③海外最新動向の紹介（渡辺氏）
④分科会の設置とメンバー募集について（事務局）
⑤会員からの情報提供（会員）
⑥今年度の運営方針に関する議論（自由討議）

第2回
12月3日 （木）
15：00-17：00

①総務省実証実験等に関する説明（各実証主体または総務省）
②データガバナンス委員会、技術委員会の検討状況（各委員会主査または事務局）
③分科会設置の報告（事務局または分科会メンバー）
④分科会に関する議論（自由討議）

第3回
1月24日（金）
10:00-12:00

①ビジネスモデル検討ヒアリング報告（事務局）
②分科会の検討内容の報告（分科会メンバー）
③分科会の検討内容に関する議論（自由討議）
④他のオープンデータ関連団体の取り組み状況（事務局）
⑤勝手表彰の進め方と候補の収集について（事務局）

勝手表彰の審査

（メール開催）

・オープンデータに関する優れた取り組みを勝手表彰
・事務局が収集した事例を利活用・普及委員会委員が審査し、表彰

第4回
3月13（木）
10:00-12:00

①総務省実証実験等についての報告（総務省）
②分科会の報告（分科会メンバー）
③データガバナンス委員会、技術委員会の検討状況（各委員会主査または事務局）
④平成25年度活動報告と平成26年度活動計画案（各委員会主査または事務局）
⑤勝手表彰・表彰式（事務局）
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３．全体スケジュール

10月 11月 12月 1月 2月 3月

利活用・普及委員会

ポータルサイトによる
情報発信

オープンデータに関する
コンテストの開催

シンポジウムによる情報発信

海外への情報発信

オープンデータ利活用ニーズ
の把握とビジネスモデルに関
する検討

関係スケジュール

▲
第1回
10/28

▲
第2回
12/3

▲
第3回
1/24

▲
第4回
3/13

適時情報発信

▲
第1回
ハッカソン

アイデアソン

▲
第2回

ハッカソン（調整中）

アイデアソン
▲

勝手表彰
3/13

▲
12/9

適時ウェブサイト上での情報発信

IGF 2013 Bali
10/21-25

▲
オープンデータ
シンポジウム

12/9

ヒアリングの実施（事務局）

▲
会員向け
アンケート①

▲
会員向け
アンケート②

▲
オープンデータ実務者会議

利用規約案

▲
行動計画策定

G8オープンデータ憲章


